
　
ま
た
、
木
曽
地
方
は
、
江
戸
時
代
か
ら
木

工
が
盛
ん
と
な
り
、
現
在
で
も
、
寺
社
仏
閣

用
の
製
材
や
伝
統
的
な
木
工
品
生
産
が
こ
の

地
域
の
基
幹
産
業
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。木

曽
悠
久
の
森

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
の
中
、
天
然
の

ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
等
の
温
帯
性
針
葉
樹
林
が

ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
木
曽
地
方
の
森
林

は
、
現
在
で
は
非
常
に
貴
重
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
天
然
の
ヒ
ノ
キ
等

が
ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
地
域
を
厳
正
に
保

存
す
る
と
と
も
に
、
現
存
す
る
人
工
林
を
天

然
林
に
誘
導
し
、
木
曽
地
方
の
温
帯
性
針
葉

樹
林
を
復
元
す
る
た
め
、
中
部
森
林
管
理
局

は
、「
木
曽
地
方
の
温
帯
性
針
葉
樹
林
の
保

存
・
復
元
に
向
け
た
取
組
検
討
委
員
会
」の

報
告
を
受
け
て
、
平
成
26
年
３
月
に「
木
曽

悠
久
の
森
」を
設
定
し
ま
し
た
。

　
区
域
は
、
温
帯
性
針
葉
樹
林
が
ま
と
ま
り

と
連
続
性
を
も
っ
て
現
存
し
て
い
る
、
長
野

国有林野事業の取組

中部森林管理局

木曽ヒノキ林を未来に
引き継ぐ取組

樹齢三百年程度の木曽ヒノキの天然林（幹回り２ｍ超の大木が混じる）

　
長
野
県
木
曽
郡
の
上
松
町
、
王
滝
村
、

大
桑
村
と
岐
阜
県
中
津
川
市
の
国
有
林

に
は
、
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
等
の
天
然
の

温
帯
性
針
葉
樹
林
が
広
く
分
布
し
て
い

ま
す
。

　
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
こ
の
区
域

の
名
称
を
公
募
に
よ
り「
木
曽
悠ゆ
う
き
ゅ
う
久
の

森
」と
し
て
、
こ
れ
を
未
来
に
引
き
継
ぐ

た
め
、
そ
の
保
存
や
復
元
を
図
る
と
と

も
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
利

用
す
る
た
め
の
取
組
を
始
め
ま
し
た
。

～「木曽悠久の森」について～

木
曽
地
方
の
森
林
の
歴
史

　
木
曽
地
方
で
は
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江

戸
時
代
初
期
に
か
け
て
大
規
模
な
森
林
伐
採

が
奥
地
ま
で
進
み
、
樹
木
が
伐
り
尽
く
さ
れ

た「
尽つ

き
山
」状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　
尾
張
藩
は
、
1
6
6
5
年
、
山
林
を
総
て

藩
所
有
の「
御お

や
ま山
」と
し
た
う
え
で
、
平
時
の

伐
採
等
を
禁
じ
た「
留と

め

山や
ま

」、
鷹
の
営
巣
地
保

護
を
目
的
と
し
た「
巣す

山や
ま

」、
地
域
住
民
の
利

用
を
認
め
る「
明あ

け
山や
ま
」の
３
つ
に
区
分
し
ま
し

た
。

　

木
曽
五ご

ぼ
く木（
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ
ラ
、
ア
ス
ナ

ロ
、
ネ
ズ
コ
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
）の
伐
採
禁
止

を
通
じ
て
資
源
の
保
全
と
回
復
を
図
り
、
一

方
で
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
木
曽
五
木
以
外

の
伐
採
な
ど
人
の
手
が
加
わ
る
中
で
、
木
曽

五
木
を
主
体
と
す
る
現
在
の
森
林
が
形
成
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

図１ 「木曽悠久の森」位置図

最も普通に行われた斧伐りの方法 伐倒木にその梢を挿して山の神に感謝

江戸時代までの木曽の森林と人のかかわり 木曽式伐木運材絵図より

元伐（もとぎり）之図 株祭（かぶまつり）之図

岐阜県

長野県

16



県
と
岐
阜
県
の
県
境
を
跨
い
だ
国
有
林
約

１
万
７
千
ha
で
す（
図
１
）。

　
こ
の
区
域
は
、
図
２
の
よ
う
に
、
①
ヒ
ノ

キ
等
の
天
然
林
が
ま
と
ま
っ
て
現
存
し
、
厳

格
に
保
存
し
よ
う
と
す
る
地
域（
コ
ア
a
）、

②
人
工
林
が
多
く
あ
り
、
①
の
地
域
と
同
様

の
植
生
に
復
元
し
よ
う
と
す
る
地
域（
コ
ア

ｂ
）、
③
区
域
外
と
の
調
整
機
能
を
持
た
せ

る
緩
衝
地
域（
バ
ッ
フ
ァ
）の
３
つ
に
区
分
し

て
い
ま
す
。

　
木
曽
悠
久
の
森
で
の
取
組
は
、
数
百
年
後

の
目
指
す
姿
と
し
て
、
直
径
１
ｍ
を
超
え
る

天
然
ヒ
ノ
キ
の
大
径
木
を
主
体
に
他
の
温
帯

性
針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
混
交
す
る
森
林
や
、

木
曽
五
木
を
主
体
と
す
る
温
帯
性
針
葉
樹
が

大
部
分
を
占
め
る
森
林
を
目
指
す
姿
と
し
て

イ
メ
ー
ジ
し
、
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
立

て
て
取
組
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

木
曽
悠
久
の
森
を
保
存
・
復
元
す
る
た
め
の
技
術

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
進
め
る
に
は
、
天
然
の

力
に
よ
っ
て
次
の
世
代
の
樹
木
を
発
生
さ
せ

る
天
然
更
新
技
術
や
、
人
工
林
を
天
然
林
へ

誘
導
す
る
技
術
な
ど
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
木
曽
悠
久
の
森
の
保
存
・
復

元
に
当
た
っ
て
は
、
木
曽
地
方
で
約
50
年
間

に
わ
た
り
試
験
研
究
を
続
け
て
き
て
い
る
三

浦（
み
う
れ
）実
験
林
の
成
果
を
活
用
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
三
浦
実
験
林
は
、
昭

和
41
年
に
旧
王
滝
営
林
署
管
内
の
国
有
林

に
約
４
２
０
ha
の
規
模
で
設
定
さ
れ
、
信
州

大
学
、
京
都
大
学
、
林
業
試
験
場（
現
・（
国

研
）森
林
総
合
研
究
所
）等
の
研
究
機
関
の
参

画
を
得
て
、
現
在
ま
で
試
験
研
究
が
継
続
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
実
験
林
で
は
、
天
然
更
新
や
人
工
林

を
天
然
林
に
誘
導
す
る
技
術
を
確
立
す
る
た

め
、
ヒ
ノ
キ
種
子
の
散
布
距
離
、
母
樹
の
結

実
習
性
、
稚
樹
の
成
立
状
態
、
照
度
や
土
壌

条
件
の
影
響
な
ど
の
知
見
を
も
と
に
、
天

然
更
新
を
阻
害
す
る
サ
サ
繁
茂
の
抑
制
試
験

や
、
母
樹
の
配
置
を
考
え
た
小
面
積
皆
伐
、

漸
伐（
成
熟
木
を
数
回
に
分
け
て
伐
採
す
る

手
法
）等
に
よ
る
更
新
促
進
効
果
の
比
較
試

験
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
木
曽
ヒ
ノ
キ
等
の
更
新
技
術

に
つ
い
て
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
て
お
り
、

今
後
、
木
曽
悠
久
の
森
で
の
取
組
に
加
え
、

全
国
の
森
林
施
業
に
役
立
つ
技
術
と
し
て
普

図２ 「木曽悠久の森」３つの区分のイメージ

及
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
取
組

　
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
木
曽
悠
久
の
森

の
取
組
を
更
に
進
め
る
た
め
、
平
成
27
年

度
は
、
植
生
管
理
、
森
林
資
源
利
用
、
森

林
利
用
・
地
域
振
興
の
３
つ
の
専
門
部
会
を

新
た
に
設
置
し
た
ほ
か
、
管
理
基
本
計
画
の

策
定
、
新
た
な
保
護
林
制
度
に
基
づ
く
保
護

林
と
し
て
の
指
定
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
開

催
、
現
地
見
学
会
の
実
施
な
ど
様
々
な
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
は
既
に
募
集
を

開
始
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
中
部
森
林
管

理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

木曽悠久の森（赤沢自然休養林）
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